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第14回市長対談 ウルス・ブーヘル駐日スイス特命全権大使

大使　中小企業が世界への販路を確保することは
容易なことではありません。それぞれの知恵を
一つにすることで、初めてその成果を上げるこ
とができると思います。

市長　１万㎞も離れた企業同士が協働して、アジ
ア地域に販路を開拓していく事業が進展してい
ることは本当に喜ばしいことですね。

大使　それは、お互いの技術者、職人、そして製
品の品質を評価し、相互に絶対的な信頼がある
からこそでしょう。

市長　地元の企業が海外の企業と交流を持つため
に、その地域の地方自治体ができることはどの
ようなことだとお考えですか。

大使　スイスは、一般に言う県に当たる26のカント
ン(州)があり、その中にはさらに多数の自治体が
存在しています。それらの自治体は地域の企業
や経済をとても大切にしていて、地域に根差し、
地域が必要とする時代の流れに沿ったものを推
進しています。そして、それぞれの長所をアピー
ルしてお互いに競い合っているのです。

市長　競い合うということは大切なことですね。
大使　異なった地域同士が競い合うということ
は、その地域の政策を実現させるために、とて
も重要なことです。例えば、スイスでは地域の
住民が州の税率を決定することもあるのです。

市長　それは投票によって決定するのですか。
大使　そうです。スイスの地方自治体は、地元の
企業に対して常に最良の条件を創り出そうとし

ています
し、また
国際的な
交流を確
立しよう
ともして
います。
スイスは
日本とた
くさんの
姉妹(友好)都市提携を行っていますが、そこで
は観光だけではなく、経済的な交流も行われて
いるのです。

市長　法律の制度は違いますが、日本でも他の自
治体と競い合うことは可能です。私は市だけで
なくその他の公共機関が、中小企業の活動を円
滑に進めるための援助や、新たな目標を提示す
るために、どのようなことができるのかを模索
していきたいと思っています。最後に、地方都
市の今後の地域経済活性化の可能性についてア
ドバイスをお願いします。

大使　ビジネスとは相手があって成り立ちます。
地域経済の活性化の成功は一方の地方自治体だ
けではなく、相手方に依存するものです。お互
いの持つ可能性をできる限りの協調性を持って
進めていくべきだと思いますし、その協働事業
の枠組みが地方自治体によってしっかりと定め
られていることが重要です。スイスの中小企業
は、地域や大学に支援されてお互いに協働して
います。それらと日本の中小企業を連携させれ
ば、その事業はお互いの責任のもとに、新たな
活力を生み出していくと思います。

市長　本日はどうもありがとうございました。
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